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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第71期

第３四半期
連結累計期間

第72期
第３四半期
連結累計期間

第71期

会計期間
自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日

自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

売上高 (百万円)
288,802

(98,405)

270,871

(94,701)
386,682

経常利益又は経常損失(△) (百万円) 1,852 △2,165 2,966

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純損失(△)

(百万円)
△3,028

(△3,994)

△5,505

(△2,856)
△5,054

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △2,112 △1,601 △3,553

純資産額 (百万円) 88,374 87,688 86,789

総資産額 (百万円) 291,671 298,498 281,786

１株当たり四半期(当期)純損失
金額(△)

(円)
△8.25

(△10.88)

△14.85

(△7.56)
△13.76

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円)
－
(－)

－
(－)

－

自己資本比率 (％) 28.8 27.8 29.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 17,495 9,828 19,614

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △27,120 △27,541 △34,009

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 2,692 16,068 1,446

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 45,138 37,825 38,405
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ません。

２．売上高には、消費税等は含まれていません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四

半期(当期)純損失であるため、記載していません。

４．売上高、親会社株主に帰属する四半期(当期)純損失(△)、１株当たり四半期(当期)純損失金額(△)の（ ）

内の数値は、四半期連結会計期間(３ヶ月)の数値です。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社および当社の関係会社)において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間における売上高は、円安の効果もあり、カーオーディオがＯＥＭ事業、市販事業とも

に増加しましたが、カーナビゲーションシステムが主にＯＥＭ事業で減少したことや、ホームＡＶが減少したこと

などにより、前年同期に比べ6.2％減収の270,871百万円となりました。

営業利益は、販売費及び一般管理費の減少や原価率の良化はありましたが、売上高の減少により、前年同期に比

べ37.7％減益の2,112百万円となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純損益は、営業利益の減少に加え、

為替差損が1,391百万円拡大し1,896百万円となったことなどにより、前年同期の3,028百万円の損失から5,505百万

円の損失となりました。

当第３四半期連結累計期間における平均為替レートは、前年同期に比べ、米ドルは4.5％円安の１米ドル＝111円

70銭、ユーロは8.2％円安の１ユーロ＝128円53銭となりました。

①　カーエレクトロニクス事業

カーエレクトロニクスの売上は、円安の効果もあり、カーオーディオがＯＥＭ事業、市販事業ともに増加しまし

たが、カーナビゲーションシステムが主にＯＥＭ事業で減少したことにより、前年同期に比べ5.6％減収の219,702

百万円となりました。

市販事業は、カーナビゲーションシステムは減収となりましたが、カーオーディオが増収となったことや、自動

車保険向け等のテレマティクスサービスが好調に推移したことから、前年同期並みとなりました。カーオーディオ

は、欧州や中南米が増加したことなどにより増収となりました。カーナビゲーションシステムは、主に国内で減少

したことから減収となりました。

ＯＥＭ事業は減収となりました。カーオーディオは、主に国内や中国で増加したことから増収となりました。

カーナビゲーションシステムは、国内が減少したことなどにより減収となりました。

なお、カーエレクトロニクス全体の売上に占めるＯＥＭ事業の売上構成比は、前年同期の61％から58％となりま

した。

国内外別の売上については、国内は12.2％減収の80,959百万円、海外は1.3％減収の138,743百万円となりまし

た。

営業損益は、販売費及び一般管理費は減少しましたが、売上の減少や為替の影響等による原価率の悪化により、

前年同期に比べ68.3％減益の1,486百万円となりました。

②　その他の事業

その他の売上はＤＪ機器（生産・販売受託）や光ディスクドライブ関連製品は増加しましたが、ホームＡＶの減

少やＣＡＴＶ関連機器事業の譲渡の影響などにより、前年同期に比べ8.7％減収の51,169百万円となりました。

国内外別の売上については、国内は前年同期並みの28,839百万円、海外は19.1％減収22,330百万円となりまし

た。

営業損益は、売上高は減少しましたが、主に原価率の良化により、前年同期の795百万円の損失から820百万円の

利益となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期末の総資産については、受取手形及び売掛金は減少しましたが、無形固定資産や棚卸資産が増加し

たことなどにより、前期末に比べ16,712百万円増加し、298,498百万円となりました。受取手形及び売掛金は、

5,459百万円減少し、60,597百万円となりました。一方、無形固定資産は、ソフトウェア仮勘定が増加したことなど

により16,405百万円増加し、73,198百万円となりました。棚卸資産は、主にカーエレクトロニクスの在庫が増加し

たことにより5,752百万円増加し、55,573百万円となりました。

負債については、借入金が12,469百万円増加したことなどから、前連結会計年度末に比べ15,813百万円増加し、

210,810百万円となりました。

純資産については、当第３四半期連結累計期間に親会社株主に帰属する当期純損失5,505百万円を計上しました

が、当第３四半期に第三者割当増資に伴う払込金2,299百万円があったことに加え、為替換算調整勘定が2,285百万

円増加したことや、退職給付に係る調整累計額が1,181百万円増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べ

899百万円増加し、87,688百万円となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ580百万円減少し、37,825

百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、前年同期に比べて収入が7,667百万円

減少し、9,828百万円の収入となりました。これは主に、売上債権の減少額が5,398百万円、仕入債務の減少額が

2,521百万円、それぞれ縮小したことによるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、前年同期に比べ支出が421百万円増加

し、27,541百万円の支出となりました。これは主に、固定資産の取得による支出が2,150百万円減少しましたが、投

資有価証券の取得による支出が2,672百万円増加したことによるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、前年同期に比べ収入が13,376百万円

増加し、16,068百万円の収入となりました。これは主に、借入金の純増加額が8,552百万円増加したことや、セー

ル・アンド・リースバックによる収入が2,563百万円あったことによるものです。

　

(4) 事業上および財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更および新たに生じた課

題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間のグループ全体の研究開発活動の金額は、19,028百万円です。当第３四半期連結累計

期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 800,000,000

計 800,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末現在

発行数(株)
(平成29年12月31日現在)

提出日現在発行数(株)
(平成30年２月13日現在)

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 383,340,936 383,340,936
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は
100株です。

計 383,340,936 383,340,936 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

  該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

  該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

  該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金
増減額
(百万円)

資本金
残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成29年10月５日（注） 11,117 383,340 1,149 92,881 1,149 20,438
 

（注）有償第三者割当　　発行株式数　　　11,117千株　

　　　　　　　　　　　　発行価格　　　　1.56ユーロ（207円）　

　　　　　　　　　　　　資本繰入額　　　103.5円

　　　　　　　　　　　　割当先　　　　　HERE Global B.V.

上記の発行価格における日本円の金額は、１ユーロ＝132.59円の為替相場（TTMレート：10

月５日）により換算した数値を記載しています。

 
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができませんので、直前の基準日(平成29年９月30日)の株主名簿に基づき記載しています。

① 【発行済株式】

(平成29年９月30日現在)

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
5,031,900 ― ―

普通株式
(相互保有株式)

― ― ―
普通株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 367,042,900 3,670,429 ―

単元未満株式 普通株式 148,636 ― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数  372,223,436 ― ―

総株主の議決権 ― 3,670,429 ―
 

(注) 1.　「完全議決権株式(その他)」欄の株式数には、「株式会社証券保管振替機構(失念株管理口)」名義の株式が

200株含まれています。

2.　「単元未満株式」欄の株式数には、自己保有株式72株が含まれています。

3.　平成29年10月5日付で、HERE Global B.V.に対し、第三者割当増資により新株式を発行したことに伴い、普

通株式が11,117,500株増加し、発行済株式総数が383,340,936株となりました。

 

② 【自己株式等】

(平成29年９月30日現在)

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)      
パイオニア株式会社 東京都文京区本駒込２丁

目28番８号
5,031,900 ― 5,031,900 1.35

計 ― 5,031,900 ― 5,031,900 1.35
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

パイオニア株式会社(E01794)

四半期報告書

 6/21



第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しています。

なお、四半期連結財務諸表規則第64条第４項および第83条の２第３項により、四半期連結会計期間に係る四半期連

結損益計算書および四半期連結包括利益計算書を作成しています。

また、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成していま

す。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成29年10月１日から平成

29年12月31日まで)および第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けています。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 38,405 37,831

  受取手形及び売掛金 ※1  66,056 ※1  60,597

  商品及び製品 21,245 24,950

  仕掛品 11,795 12,899

  原材料及び貯蔵品 16,781 17,724

  繰延税金資産 3,696 2,439

  その他 16,798 16,456

  貸倒引当金 △2,896 △1,658

  流動資産合計 171,880 171,238

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 47,779 48,421

   機械、運搬具及び工具器具備品 126,053 119,643

   リース資産 3,574 8,685

   その他 12,020 11,002

   減価償却累計額 △148,591 △148,409

   有形固定資産合計 40,835 39,342

  無形固定資産   

   のれん 438 405

   ソフトウエア 16,187 22,681

   ソフトウエア仮勘定 39,544 49,510

   その他 624 602

   無形固定資産合計 56,793 73,198

  投資その他の資産   

   投資有価証券 6,920 9,237

   繰延税金資産 1,142 1,291

   退職給付に係る資産 838 909

   その他 3,428 3,307

   貸倒引当金 △50 △49

   投資その他の資産合計 12,278 14,695

  固定資産合計 109,906 127,235

 繰延資産 － 25

 資産合計 281,786 298,498
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 62,362 62,623

  短期借入金 ※2  10,703 ※2  33,383

  1年内返済予定の長期借入金 ※2  11,033 ※2  1,667

  未払法人税等 1,305 1,043

  未払費用 30,987 34,013

  製品保証引当金 1,967 1,923

  その他 20,529 19,047

  流動負債合計 138,886 153,699

 固定負債   

  転換社債型新株予約権付社債 15,056 15,045

  長期借入金 ※2  2,500 ※2  1,666

  退職給付に係る負債 35,106 33,854

  その他 3,449 6,546

  固定負債合計 56,111 57,111

 負債合計 194,997 210,810

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 91,732 92,881

  資本剰余金 56,016 32,294

  利益剰余金 28,984 48,351

  自己株式 △11,051 △11,052

  株主資本合計 165,681 162,474

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 △191 140

  繰延ヘッジ損益 － △107

  為替換算調整勘定 △59,149 △56,864

  退職給付に係る調整累計額 △23,825 △22,644

  その他の包括利益累計額合計 △83,165 △79,475

 非支配株主持分 4,273 4,689

 純資産合計 86,789 87,688

負債純資産合計 281,786 298,498
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

【四半期連結損益計算書】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 288,802 270,871

売上原価 237,058 221,381

売上総利益 51,744 49,490

販売費及び一般管理費 48,353 47,378

営業利益 3,391 2,112

営業外収益   

 受取利息 244 162

 受取配当金 95 101

 その他 224 123

 営業外収益合計 563 386

営業外費用   

 支払利息 460 464

 為替差損 505 1,896

 持分法による投資損失 93 1,071

 その他 1,044 1,232

 営業外費用合計 2,102 4,663

経常利益又は経常損失（△） 1,852 △2,165

特別利益   

 固定資産売却益 529 186

 投資有価証券売却益 － 48

 特別利益合計 529 234

特別損失   

 固定資産売却損 283 319

 減損損失 138 －

 事業譲渡損 － 11

 事業構造改善費用 1,443 880

 事業譲渡損失引当金繰入額 1,152 －

 訴訟和解金 506 61

 その他 70 －

 特別損失合計 3,592 1,271

税金等調整前四半期純損失（△） △1,211 △3,202

法人税、住民税及び事業税 2,469 1,502

法人税等調整額 △405 791

法人税等合計 2,064 2,293

四半期純損失（△） △3,275 △5,495

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△247 10

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △3,028 △5,505
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【四半期連結包括利益計算書】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純損失（△） △3,275 △5,495

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △196 331

 繰延ヘッジ損益 △13 △107

 為替換算調整勘定 △456 2,485

 退職給付に係る調整額 2,058 1,181

 持分法適用会社に対する持分相当額 △230 4

 その他の包括利益合計 1,163 3,894

四半期包括利益 △2,112 △1,601

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △1,800 △1,815

 非支配株主に係る四半期包括利益 △312 214
 

EDINET提出書類

パイオニア株式会社(E01794)

四半期報告書

11/21



【第３四半期連結会計期間】

【四半期連結損益計算書】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結会計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成29年10月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 98,405 94,701

売上原価 80,524 78,506

売上総利益 17,881 16,195

販売費及び一般管理費 16,006 16,132

営業利益 1,875 63

営業外収益   

 受取利息 53 55

 受取配当金 6 7

 その他 52 55

 営業外収益合計 111 117

営業外費用   

 支払利息 146 158

 為替差損 2,295 661

 持分法による投資損失 26 790

 その他 495 376

 営業外費用合計 2,962 1,985

経常損失（△） △976 △1,805

特別利益   

 固定資産売却益 238 178

 投資有価証券売却益 － 48

 特別利益合計 238 226

特別損失   

 固定資産売却損 65 122

 事業構造改善費用 1,216 17

 事業譲渡損失引当金繰入額 1,152 －

 特別損失合計 2,433 139

税金等調整前四半期純損失（△） △3,171 △1,718

法人税、住民税及び事業税 1,019 457

法人税等調整額 △169 608

法人税等合計 850 1,065

四半期純損失（△） △4,021 △2,783

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△27 73

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △3,994 △2,856
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【四半期連結包括利益計算書】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結会計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成29年10月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純損失（△） △4,021 △2,783

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 57 △345

 繰延ヘッジ損益 218 70

 為替換算調整勘定 10,711 674

 退職給付に係る調整額 199 157

 持分法適用会社に対する持分相当額 1 21

 その他の包括利益合計 11,186 577

四半期包括利益 7,165 △2,206

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 6,723 △2,350

 非支配株主に係る四半期包括利益 442 144
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純損失（△） △1,211 △3,202

 減価償却費 18,893 15,130

 事業譲渡損益（△は益） － 11

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △1,621 △3,553

 受取利息及び受取配当金 △339 △263

 支払利息 460 464

 持分法による投資損益（△は益） 93 1,071

 固定資産除売却損益（△は益） △246 133

 投資有価証券売却損益（△は益） － △48

 売上債権の増減額（△は増加） 10,442 5,044

 たな卸資産の増減額（△は増加） △3,870 △4,536

 仕入債務の増減額（△は減少） △4,014 △1,493

 未払費用の増減額（△は減少） △1,165 △2,531

 その他 2,900 5,524

 小計 20,322 11,751

 利息及び配当金の受取額 339 263

 利息の支払額 △473 △464

 法人税等の支払額 △2,693 △1,722

 営業活動によるキャッシュ・フロー 17,495 9,828

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の増減額（△は増加） － △6

 固定資産の取得による支出 △27,439 △25,289

 固定資産の売却による収入 560 937

 投資有価証券の取得による支出 △20 △2,692

 投資有価証券の売却による収入 － 134

 関係会社株式の取得による支出 － △513

 事業譲渡による支出 － △118

 その他 △221 6

 投資活動によるキャッシュ・フロー △27,120 △27,541

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 119 22,204

 長期借入れによる収入 3,333 －

 長期借入金の返済による支出 － △10,200

 リース債務の返済による支出 △760 △979

 セール・アンド・リースバックによる収入 － 2,563

 株式の発行による収入 － 2,267

 自己株式の取得による支出 △0 △1

 非支配株主からの払込みによる収入 － 214

 財務活動によるキャッシュ・フロー 2,692 16,068

現金及び現金同等物に係る換算差額 78 1,065

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,855 △580

現金及び現金同等物の期首残高 51,993 38,405

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  45,138 ※1  37,825
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【注記事項】

(追加情報)

（新たな事実の発生に伴う新たな会計処理の採用）

　当社は、従来より全ての市場販売目的のソフトウエアについて、関連製品群のライフサイクルにおける見込販

売数量の動向を勘案し、関連製品群別の見込販売可能期間（１～３年）に基づく定額法により減価償却を行って

います。しかしながら、第２四半期連結会計期間以降に新たに計上した市場販売目的のソフトウエアの一部につ

いては、同ソフトウエアの関連製品群の見込販売可能期間が長期化したことにより、関連製品群のライフサイク

ルにおける見込販売数量の動向が、従来の市場販売目的のソフトウエアとは異なることから、関連製品群の見込

販売可能期間（５年）における関連製品群別の見込販売数量に基づく減価償却額と、関連製品群別の見込残存販

売可能期間に基づく均等配分額のいずれか大きい額を償却しています。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

※1. 期末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しています。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれています。

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

受取手形 ― 118百万円
 

 

※2. シンジケートローン契約

　　　(前連結会計年度)

１年内返済予定の長期借入金の内10,000百万円は、当社が、平成26年９月25日付で取引銀行と締結したシンジ

ケートローン契約によるものです。このシンジケートローン契約には、当社の連結および個別貸借対照表におけ

る純資産の一定水準の維持を内容とする財務制限条項が定められています。

短期借入金の内633百万円、１年内返済予定の長期借入金の内1,033百万円および長期借入金の内2,500百万円

は、当社および当社子会社の東北パイオニア株式会社が、平成28年９月28日付で取引銀行と締結したシンジケー

トローン契約によるものです。このシンジケートローン契約には、当社の連結貸借対照表における純資産の一定

水準の維持を内容とする財務制限条項が定められています。

 

(当第３四半期連結会計期間)

短期借入金の内17,700百万円は、当社が平成29年９月26日付で取引銀行と締結したシンジケートローン契約の

13,300百万円および平成29年12月18日付で取引銀行と締結したシンジケートローン契約の4,400百万円によるもの

です。これらのシンジケートローン契約には、当社の連結貸借対照表における純資産の一定水準の維持を内容と

する財務制限条項が定められています。

また、1年内返済予定の長期借入金の内1,667百万円および長期借入金の内1,666百万円は、当社および当社子会

社の東北パイオニア株式会社が、平成28年９月28日付で取引銀行と締結したシンジケートローン契約によるもの

です。このシンジケートローン契約には、当社の連結貸借対照表における純資産の一定水準の維持を内容とする

財務制限条項が定められています。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※1.　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

現金及び預金 45,138百万円 37,831百万円

預入期間が３か月を超える
定期預金

― △6百万円

現金及び現金同等物 45,138百万円 37,825百万円
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成29年６月28日開催の定時株主総会における決議に基づき、平成29年７月31日をもって資本準備

金を減少させ、剰余金の処分を行いました。この結果、四半期連結貸借対照表上、資本剰余金が24,872百万円

減少し、利益剰余金が同額増加しています。

　また、当社は、平成29年10月５日に、HERE Global B.V.に対し、第三者割当増資により新株式を発行しまし

た。この結果、四半期連結貸借対照表上、資本金および資本剰余金は、それぞれ1,149百万円増加しています。

　以上の結果、当第３四半期連結会計期間末において、四半期連結貸借対照表上、資本金は、前連結会計年度

末に比べ1,149百万円増加し92,881百万円に、資本剰余金は23,722百万円減少し32,294百万円に、それぞれなり

ました。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 報告セグメント
調整額
(注) １

四半期連結
損益計算書
計上額
(注) ２

 
カーエレク
トロニクス

その他 計

売上高      

  外部顧客への売上高 232,777 56,025 288,802 ― 288,802

  セグメント間の内部
　売上高または振替高

290 2,281 2,571 △2,571 ―

計 233,067 58,306 291,373 △2,571 288,802

セグメント利益(△損失) 4,689 △795 3,894 △503 3,391
 

(注) １.セグメント利益(△損失)の調整額△503百万円には、セグメント間取引消去△100百万円、各報告セグメント

に配分していない全社費用等△403百万円が含まれています。全社費用等の内容は、一般管理費の配賦差

額、報告セグメントに帰属しない一般管理費および研究開発費等です。

 ２.セグメント利益(△損失)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高および利益の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 報告セグメント
調整額
(注) １

四半期連結
損益計算書
計上額
(注) ２

 
カーエレク
トロニクス

その他 計

売上高      

  外部顧客への売上高 219,702 51,169 270,871 ― 270,871

  セグメント間の内部
　売上高または振替高

270 2,355 2,625 △2,625 ―

計 219,972 53,524 273,496 △2,625 270,871

セグメント利益 1,486 820 2,306 △194 2,112
 

(注) １.セグメント利益の調整額△194百万円には、セグメント間取引消去179百万円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用等△373百万円が含まれています。全社費用等の内容は、一般管理費の配賦差額、報告セグ

メントに帰属しない一般管理費および研究開発費等です。

 ２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。
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Ⅲ 前第３四半期連結会計期間(自 平成28年10月１日 至 平成28年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高および利益の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 報告セグメント
調整額
(注) １

四半期連結
損益計算書
計上額
(注) ２

 
カーエレク
トロニクス

その他 計

売上高      

  外部顧客への売上高 78,248 20,157 98,405 ― 98,405

  セグメント間の内部
　売上高または振替高

89 682 771 △771 ―

計 78,337 20,839 99,176 △771 98,405

セグメント利益 2,006 264 2,270 △395 1,875
 

(注) １.セグメント利益の調整額△395百万円には、セグメント間取引消去△214百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用等△181百万円が含まれています。全社費用等の内容は、一般管理費の配賦差額、報告セ

グメントに帰属しない一般管理費および研究開発費等です。

 ２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 
Ⅳ 当第３四半期連結会計期間(自 平成29年10月１日 至 平成29年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 報告セグメント
調整額
(注) １

四半期連結
損益計算書
計上額
(注) ２

 
カーエレク
トロニクス

その他 計

売上高      

  外部顧客への売上高 75,972 18,729 94,701 ― 94,701

  セグメント間の内部
　売上高または振替高

62 776 838 △838 ―

計 76,034 19,505 95,539 △838 94,701

セグメント利益(△損失) △609 730 121 △58 63
 

(注) １.セグメント利益(△損失)の調整額△58百万円には、セグメント間取引消去96百万円、各報告セグメントに配

分していない全社費用等△154百万円が含まれています。全社費用等の内容は、一般管理費の配賦差額、報

告セグメントに帰属しない一般管理費および研究開発費等です。

 ２.セグメント利益(△損失)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。
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(１株当たり情報)

第３四半期連結累計期間

１株当たり四半期純損失金額および算定上の基礎は、以下のとおりです。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日)

　１株当たり四半期純損失金額(△) △８円25銭 △14円85銭

　(算定上の基礎)   

　親会社株主に帰属する
 四半期純損失金額(△)(百万円)

△3,028 △5,505

　普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

　普通株式に係る親会社株主に帰属する
 四半期純損失金額(△)(百万円)

△3,028 △5,505

　普通株式の期中平均株式数(千株) 367,193 370,749
 

（注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純

損失であるため、記載していません。

　

第３四半期連結会計期間

１株当たり四半期純損失金額および算定上の基礎は、以下のとおりです。

項目
前第３四半期連結会計期間
(自　平成28年10月１日
至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成29年10月１日
至　平成29年12月31日)

　１株当たり四半期純損失金額(△) △10円88銭 △７円56銭

　(算定上の基礎)   

　親会社株主に帰属する
 四半期純損失金額(△)(百万円)

△3,994 △2,856

　普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

　普通株式に係る親会社株主に帰属する
 四半期純損失金額(△)(百万円)

△3,994 △2,856

　普通株式の期中平均株式数(千株) 367,193 377,826
 

（注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純

損失であるため、記載していません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　　　　

 

　

平成３０年２月８日

　パ　イ　オ　ニ　ア　株　式　会　社

　 　取　　締　　役　　会　 　御中
 

 
有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ  

 
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   　岩　　下　　万　　樹

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   　山　　田　　知　　輝

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているパイオニア

株式会社の平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２９年

１０月１日から平成２９年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２９年４月１日から平成２９年１２

月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包

括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、パイオニア株式会社及び連結子会社の平成２９年１２月３１日現

在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半

期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

 
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。　

以  上

 
 

(注) １. 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２. XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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